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【ご挨拶】 当研究室では、「分子技術」の概念と「精密重合」を駆使して、
様々な高分子材料を創ります。特に、超高齢社会に対する医療材料
や、次世代のエネルギー関連材料・環境調和材料に着目しています。
ここでは産学連携を重視して積極的に企業と連携を図ります。また、
人材育成による社会貢献を目指します。そのために、日頃から議論を
重視し、学生が困難に出会っても、それらを上回る粘り強さとチャレン
ジ精神を培えるように、日々全力を尽くします。 (2024年1月)
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汎用ポリマー代替を目指し、新しい
両親媒性ポリマーや天然高分子を
用いて力学強度・耐熱性を操ります。
N-ビニルアミドの重合制御や制御

された粒子を、キチン・セルロース・
アガロース等を活用し、しなやかな
フィルム、汎用樹脂代替材料、防汚
材料、表面制御材料を、創ります。

新しいモノマーから分子設計するこ
とで、医療や環境へ貢献します。

エステルフリー型トリメチレンカー
ボネート誘導体・末端修飾ポリ乳酸・
化学修飾型ポリブチレンサクシネー
トを利用し、新規医用材料・薬物徐
放材料や、汎用樹脂を代替できる環
境低負荷型材料を、創ります。

分子技術の概念に基づいて、社会
的要請に応える次世代の機能性材
料の創出を目指します。

機能性ハイドロゲルを利用して、
新しい造水材料・被覆ゲル材料・保
水材・高伸縮性材料を、高分子ナノ
薄膜を利用して蓄熱材料を、それぞ
れ創ります。

精密重合、材料加工、フロー制御
を駆使して、新しい高分子構造や高
分子材料を組み立てます。

リビングラジカル重合で分子量分
布・スター構造・カゴ構造を、新重合
法で縮合系ポリマーの長さや形状を、
エレクトロスピ二ング法で低分子化
合物による不織布を、制御します。
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